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開
明
記
四
十
八
年
の
オ
イ
ル
ジ
ョ
ッ
ク
マ
節
約
ム
l
r高
ま
っ
た
の
も
策
目
問
、
占
ま
た
ま
た
使

い
捨
て
時
代
へ
逆
戻
D
ず
あ
盗
が
ま
す
り
角
に
減
ら
れ
ま
す
。
物
伊
賀
い
替
え
ゐ
サ
イ
ク
ル
が
あ

る
の
℃
し
ょ
う
が
、
モ
れ
に
し
で
も
十
分
使
用
に
同
唱
え
る
も
の
も
無
造
作
に
楢
キ
よ
げ
ら
れ

τ

い
ま
す
e
ζ
pぶ
~
中
て
二
年
前
始
め
た
語
源
む
み
府
民
い
ま
す
d

の
平
均
懲
刀
式
は
順
調
な
紳

び
室

mし
、
事
業
出
岡
崎
嘉
二
年
次
の
昭
和
五
十
一
五
年
度
は
、
初
年
宮
り
一
一
倍
の
実
績
を
上
げ
て

い
ま
す
@
そ
ζ
で
今
月
は
こ
白
平
援
方
式
者
中
山
に
己
み
の
話
題
宇
追
っ

τみ
ま
じ
斤
5

山
F

選
ぶ
!
積
み
込
む
1
市
出
眠
作
業
は
大
変
で
す
。
主
時
捕
の
み
な
芯
九
ご
苦
労
さ
ま

代
金
の
支
払
い
市
か
定
め
た
基
準

増
え
続
け
る
む
み
に
取
り
一
組
む
科
都
て
市
で
ご
A
T
U

た
り
八
円
μ
#
一
料
開
問
凶
引
か
、
業
再
必
見
積
り
制
栴
(
似
半

前
で
は
、
竹
則
立
ザ
院
が
一
一
的
め
と
し
て
、
ナ
品
も
の
で
す

q

p

c

と
の
時
間
相
場
)
の
い
P
れ
か
高

悦

却

が

の

改

良

、

帯

用

袋

の

間

限

定

配

布

い

万

の

金

額

ぞ

支

払

い

ま

す

a

支
払
い

市
内
の
翠
鋸
団
体
も
式
分
岡
崎
子
え
て
い

家
元
暁
部
か
の
あ
っ
せ
ん
、
生
む
み
の
歯
収
の
方
法

ζ
の
事
業
を
や
り
た
方
設
は
五
畿
日
悼
む
口
悠
へ
の
長
月
込
ま
す
。

ζ
と
し
の
三
月
一
日
現
企
宅
一
一

た
い
肥
化
、
ト
レ
イ
a

パ
ッ
ク
の
追
放
い
と
い
う
同
体
(
例
え
は
内
治
会
町
内
み
と
な
わ
J

ま

す

。

否

一

二

十

回

体

ど

桑

し

て

い

ま

す

@

昨

空
き
ぴ
ん
の
回
収
、
港
K
と
み
百
回
収

A

昔
、
干
供
会
、

P
T
A
、
老
人
ク
ラ
ブ
ー

r
z
-
:

ん
げ
占
「
弘
、
ト
晶
、
-
ミ
一
一
一
三
一
川
年
四
月
か
ら
ζ
と
し
二
月
ま
で
の
十
〕

ス
ト
ッ
プ
、
ノ
1
4山
イ
連
動
等
々
、
矢
作
J

仲
間
半
校
等
)
は
、
収
躍
す
時
や
熱
血
相
川

3
1
z
L

一
か
月
間
で
廷
一
ベ
白
山
巡
回
数
は
八
百
七
十

言
葉
に
ア
イ
デ
ア
を
打
ち
出
し
、
指
九
前
九
止
め
て
器
産
雲
市
へ

F
3
2
校
入
計
画
j
ぃ
一
言
、
思
議
は
一
一
千
百
八
主
吉

行
動
に
帯
し
て
い
去
え
そ
由
市
の
提
逮
捕
(
電
話
で
可
)
し
、
ま
ず
義
喜
と
の
H

霊
む
み
良
い
ま
す
N

由
利
達
し
て
い
ま
す
。
そ
の
貿
い
上
げ
金
額

情
に
合
わ
せ
半
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
点
と
し
て
は
、
ま
争
一
揖
〕
に
時
同
日
開
叱
勧
も
、
H
H
M
師
団
拙
へ
の
支
払
い
分
が
一
千

伺

で

も

や

っ

て

み

雪

、

そ

う

い

っ

た

に

左

右

さ

れ

な

い

と

い

う

C
宇
一
ず
。
七
日
五
十
万
八
百
五
い
よ
ハ
官
、
一
回

感

じ

が

し

ま

す

@

基

福

価

格

ヂ

設

け

た

こ

と

で

、

団

体

と

悼

平

均

七

万

六

千

円

ほ

と

L
な
っ
て
い

問

中

謹

一

的

が

昭

和

五

十

二

昨

度

に

処

理

し

て

の

咋

間

の

収

入

計

開

そ

れ

に

伴

ヨ

ま

す

ο

業
者
か
ら
i

市
に
入
っ
か
人
額
は
一

し

た

と

み

の

援

は

約

六

万

ナ

で

す

固

そ

事

支

げ

飽

か

大

変

LVて
や
す
く
な
っ
た
平
凡
十
万
八
千
ナ
じ
内
で
、
乙
の
相
場

の

処

斑

絃

盛

時

制

九

億

二

千

万

円

て

、

と

M
U
n
J
占
い
で
す
。
ま
た
詩
話
回
収
諮
者
受
慌
に
あ
た
る
六
百
五
十
九
万
二
千
八

主

君

約

一

万

五

千

円

率

一

雲

を

の

側

か

ら

ま

す

と

二

定

の

場

所

に

宵

一

一

一

寸

高

言

語

支

出

額

と

い

う

か
け
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
京
市
大
騒
の
荷
が
集
ま
る
た
め
、
回
収
日
間
内
訳
と
と
に
な
わ
」
ま
す
。

で

は

以

前

か

ら

不

燃

物

(

粗

大

む

さ

が

ま

〈

て

持

む

む

と

、

そ

む

都

反

行

つ

vぞ
み
は
ζ
の
よ
γ
つ
に
簡
単
な
の
で

に
つ
い
ど
は
、
被
砕
閉
山
市
押
尉
械
を
長
一
っ
て
て
い
た
代
金
支
払
い
の
手
闘
が
哲
り
ま
す
が
、
回
収
作
業
に
あ
た
る
団
体
役
員

「

燃

え

な

い

と

み

」

、

「

燃

え

る

な

ナ

。

吉

ん

む

陰

白

笠

雰

怠

れ

で

は

な

り

ま

み

」

、

「

幹

事

頚

」

の

一

一

一

揮

に

破

語

選

印

知

川

市

の

州

飢
M
か
争
U

ま
し
で
も
、
収
艶
車
せ
一
ん
ん
。
朝
五
嘉
印
時
時
起

を
し
て
き
で
い
ま
ナ
が
、
と
れ
だ
出
仔
υで
や

町

作

庁

業

詰

な

ど

ιか常ρr芦
，
ふ
♂
極
極
わ
な
〈
て
捺
み
ま
た
一
り
幻
、
トE-ラ
フ
ツ
ク
へ
の
栢
み
仏
rぷ4
作
楽

は
苦
と
て

Eも辞
襲
決

γ長治
び
2つ
か
守
な
官D

す

Zか主2ら向、むむ凶
42の減護殻と喜それむ戸
L除伴
D
な

Eど、
そ
の

2色芸
辞
芸
労
は
史
大
変
な
苦
も
の
宅で

まし正与
?FたfG

経
費
も
節
誠
で
占
る
と
?
と
に
な
わ
ま
す
す
省

と
う
し
た
中
万
引
先
案
古
れ
た
の
が
、

P
資
話
凡
以
み
買
い
ま
す
La
白
方
式
で

す
。
昭
和
広
十
二
町
止
V
J
t
で
は
一
千
二
百

五
ナ
、
開
制
五
十
一
一
一
年
時
四
ゼ
も
昨
年
四

月
か
ら
ζ
と
L
一
一
月
ま
で
の
十
一
か
月

間
で
一
一
千
百
八
十
八
ナ
ヂ
政
b
扱
ヨ
と

む
フ
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
a

世
乙
指
品
し
ま
す
@
回
収
が
終
わ
る
と
離
と
の
よ
Y

つ
む
一
一
一
者
の
江
出
場
そ
れ
ぞ
れ
ね

寄
り
の
計
靖
所
で
、
原
則
と
し
て
づ
一
器
対
山
が
あ
る
た
め
、
乙
む
平
担
方
誌
を

冗
ち
合
い
で
計
担
し
ま
す
e

即
日
約
す
る
都
市
が
増
え
で
い
ま
す
@

う

と
こ
る
号
、
急
資
源
な
み
費
い
上
九
五
と
思
い
ま
す
が
、
と
れ
ら
の
ア
ン

げ
事
業
に
つ
い
て
昨
年
十
一
月
、
法
録
一
ケ
l
ト
結
果
も
番
考
に
さ
五
て
、
登
山
師

四
位
あ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
密
行
い
ま
し
と
間
収
計
爾
を
冗
て
で
み
ら
れ
て
一
は
い

た
6

そ
の
結
国
間
、
貿
い
上
げ
品
川
討
に
つ
か
が
で
し
ょ
う
。

い
て
は
七
一
一
一
軒
の
間
体
が
、
「
己
の
ま
会
議
ベ
l
ス
に
は
乗
ら
な
い
と
い
わ

E
D
H持
経
口
み
良
い
ま
す
H
は

、

ま

で

よ

い

」

と

し

、

「

品

目

を

一

増

や

し

れ

て

き

た

す

陸

の

む

み

が

、

ζ
の
主
フ

肺
門
掠
の
再
利
用
と
む
み
の
嵐
量
と
い
D

て
ほ
し
い
」
よ
し
た
と
乙
乃
か
ご
沼
間
引
に
む
家
庭
の
筋
力
で
均
利
用
さ
れ
、
市

}

石

一

…

鳥

の

龍

ょ

し

て

、

的

和

五

十

二

あ

わ

J

ま
し
許
可
ま
介
貴
い
よ
げ
勘
格
に
炭
田
体
の
活
動
費
に
も
プ
ラ
ス
さ
れ
て

年
四
月
に
ス
占
1
ト

し

た

も

の

で

す

.

つ

い

て

は

「

議

出

」

と

し

た

の

が

六

七

き

て

い

る

わ

け

で

、

な

お

時

比

い

事

業

市
民
同
銀
、
資
源
羽
収
業
者
、
市
の
一
一
一
軒
、
「
安
い
一
と
し
た
と
と
ろ
か
一
一
ニ
ド
レ
て
い
安
定
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

者
が
協
力
し
て
符
う
ζ
の

方

式

は

、

大

軒

と

い

っ

た

結

柴

て

す

。

い

ず

れ

に

し

非

じ

て

も

む

み

は

増

広

告
な
皮
響
老
町
び
ま
し
て
、
各
市
か
ら
収
入
金
の
使
い
み
ち
で
は
、
「
行
事
続
け
て
い
ま
す
。
む
み
の
蹴
彊
に
は
こ

の
視
誤
も
相
次
い
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
費
用
に
す
る
一
が
六
六
軒
、
一
団
体
む
十
万
市
民
一
人
一
人
に
な
お
と
努
引
を

ま
戸
己
存
じ
な
い
方
の
た
め
に
、
と
の
備
品
な
ど
矛
時
購
入
す
る
」
が
一
一
九
軒
と
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す

し
く
み
』
V
紹
介
し
て
み
一
手
レ
ょ
う
。
ま
せ
ま
7
0
集
積
場
所
は
悶
印
悼
の
規
模
い
っ
た
状
況
で
す
。
間
部
に
と
っ
て
貴
が
、
そ
の

Jτ
ン
ペ
1
ン
の
一
つ
と
し

に
応
じ
て
何
か
街
設
け
て
も
よ
い
む
で
重
な
収
入
源
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、
回
て
、
と
の
ほ
ど
「
エ
ッ
ヘ
ン
縄
さ
歪
は

買
い
上
げ
対
盟
と
価
格
市
が
買
い
す
が
、
襲
安
4

謹
聞
と
み
は
回
祭
主
体
弔
↑
算
の
収
入
掛
り
合
い
か
ら

kmす
と
み
だ
」
の
映
事
-
何
台
ま
し
た
@

上
汐
る
一
品
巨
は
、
故
紙
(
新
関
紙
、
ダ
仁
川

Uc設
す
ま
で
は

J
ヒ
ふ
れ
ぞ
れ
の
同
と
、
コ
五
加
一
一
変
向
」
が
凶
?
?
?
目
前
で
約
「
掃
除
ー
よ
り
と
み
か
ゲ
う
〈
ら
な
い
と
と

ジ
ボ
ー
と
、
割
引
き
ひ
ん
、
雑
誌
、
鉄
誌
で
話
し
て
い
た
だ
三
戸
一
に
な
い
二
訟
を
占
止
、
次
い
で
つ
一
五
i
Zむ
か
大
事
」
と
訴
え
る
内
容
の
む
の
で
、

類
、
有
類
む
五
品
百
で
、

rc五
品

目

ま

す

。

前

未

満

一

が

二

六

布

、

「

五

0
5七
五
市
内
田
町
徐
に
お
レ
出
し
を
飴
む
ま
し

い
ず
れ
も

J

J
当
た
わJ
八

mp
と
い
回
収
り
、
非
日
開
宇
一
つ
け
た
市
は
、
回
収
軒
未
満
」
が
五
軒
、
「
七
五
軒
以
上
」
た
。
ぜ
ひ
と
刑
用
主
だ
さ
い
。

う
基
準
抗
措
〈
突
い
上
げ
個
落
)
を
設
資
任
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
資
相
回
収
が
八
軒
と
い
っ
た
と
と
ろ
で
す
e

問
い
合
わ
せ
先
は
市
朝
刊
境
部
蕩
揖
漏

出
札
し
て
い
ま
す
o
F
6蓋
準
間
唱
は
治
協
同
組
合
へ
連
絡
主
子
。
間
組
合
は
同
一
白
地
町
出
向
で
は
銃
に
資
撮
し
て
先
課
業
務
第
一
時
〈
お
i
二
一
一
円

相
府
が
下
撃
し
だ
潟
一
告
で
も
呼
閉
会
地
じ
摂
仕
員
む
中
か
ら
一
回
収
に
あ
た
る
業
謡
い
弔
問
停
と
の
斑
一
ね
合
い
も
仏
以
て
と
よ
綿
一
一
一
一
一
り
で
丈
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マ
2
m
m
間
口
か
会
新

U
5入
額
・
入
学
7
3子
供
を
持
つ
家
庭
で
は
、
健
康
白
こ
と
を
は
じ
め
ぺ
う
ま
く
壌
は
出
ヤ
マ

マ
:
洛
9
送
れ
る
だ
ろ
う
か
、
友
達
は
で
き
る
だ
る
う
か
、
市
議
事
故
に
あ
わ
な
い
だ
ろ
う
か
1
1、
考
え
れ
ば
，
マ

マ
:
考
え
る
ほ
E
心
配
り
た
ね
が
つ
き
な
い
a

そ
乙
号
、
入
学
者
前
に
特
に
多
く
な
る
子
供
の
罫
惑
事
故
に
つ
い
マ

ヤ
:
て
、
お
母
さ
ん
と
一
時
に
考
え
て
み
た
い
と
思
5

e

?

マ一

世/、づクマ形足て4

子
供
は
道
路
へ
飛
ひ
出
ナ
〈
せ
が
あ

沖
号
事
故
の
露
に
つ
な
が
る
こ
の
関

門
題
に
地
域
ぐ
る
み
で
、
積
極
的
に
取
白

部
組
ん
で
い
る
地
区
が
あ
る
。

日
小
真
土
地
区
は
、
逮
透
車
両
む
玄
波
多

郎
い
と
こ
ろ
色
、
平
供
白
事
故
が
多
発
し

川
崎
て
い
る
。
そ
ζ
で
、
こ
の
康
問
を
分
折

閉
山
し
て
解
決
舗
を
見
い
出
七
九
っ
と
「
母
開
明

慌
に
よ
る
子
供
の
申
請
索
以
防
止
研
究

路
斑
」
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
が

満
目
治
会
、
変
通
安
全
頭
金
真
士
立
部
な

此
ど
の
協
力
で
具
体
化
さ
れ
て
完
売

手
そ
の
ひ
と
つ
に
「
足
忽
マ
!
ク
作

戦
」
が
あ
る
a

幼
児
童
の
い
る
窓
民

の
戸
口
に
白
ぺ
Y
キ
玄
足
摺
そ
か
昔
、

そ
ζ
て
止
ま
ら
せ
王
手
と
い
h

一フもめ。
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やその他の相談 鯨月教育相訪2、交悪事故相談、内湯気相談者行
っていますe

や祭市合同椙談{日智自 13岬 -1蹄平塚駅北口交書前

〈法律棺談、変通事故栢談、県政、市政一般相談など〉

子高役会館内綴談議官(;s)お33
心配とまと相談・毎週月盟箆く第5者除く)13時--15碍
母子相談."lZ段、吉時~15時30分・常設
君愛主L臣室吉本日談@早広 告時-16時
高齢者職業相談・平沼君時部分--16時・土曜日 習時3日分-12碍
結路招談毎週巨額日間時-16時

市民怒談蒙/市役所管(23)

-，1聖法控訴自訴・ 4月10日 f火瀧詔) '13時-16碍 人数に札慨があるcl四時受付〉
人権法揮相談・ 4月 38・178(火曜臼) .13時~16時
行政苦情相説・ 4Jl3臼 '17沼 f火鶴田) '131持-16時
登記相諦・ 4月13臼て金摺日〉・ 13民十-16時
宅地連物相談・ 3月278(火曜日) '13碍-16時 人数に俗耳現がある(136寺受付〉
住宅相談・ 3月20日('/(j瞳呂) '13時、.16時
鞘開場築て特許〉相談.4 Jl2日て月曜日コ・ 10時---15時
下請取号総閲あっせん毎 3月158(京摺8)・131時30分--，.l6時
定例年金棺談月8日〈京曜日コ・ 9時3出全-16時
消費生活相談否毎i車水調自 '10時-15時
習 !p年相談"平日、習時-16時・常設〈青少年課〉
φx通事故相談経過月曜臼・1正時-16時
省参鞍曹栢鵠・電L認で予3トコ33-212正 )>，(盟主げ付加立本語静β自始時間治、ら

〈市E，it:y，女，-]琵3



亡番号は投票区〉

番号 設業所 広 域

1 水色母子寮 花水台、撫 f除、麿ク原

2 平器工業高校 長黒部丘
3 なでしと小守校"1ft平、虹タIf<

4 花水小学校 前城ク丘、納7 V:~
5 花水公民館 桃浜町、松間前

5 農業全館 八重注町、代行町

7 讃費公民館 夕鶴t丘、久領堤

8 調按龍荷箆 高浜台、千〈コザ語、三時賀

9 潜小学校 三雲町、札場町、須賀

10 松原公民館 松膚地区

11 平壇市主主ケ習 宮松町、桟間町、iJ'j分、大際

12 百善公民館 紅谷町、明石町、宮の前、主主釘

]3 見lに台部筒館 錦町、見約郎、平塩新倍、平

思1:一部

14 血液セジタ} 事鳳町、立野田了

15 私立柳町J保育園平援の一部仁八間滞路西側と
震草1号額南側コ
中黒、上平紙、桜。丘、平認

め一部

17 平塩漬護学民 連上タ丘、 Jla:tJ右?了、富士見&lr
18 市立南原公民館南原
19 ひばb劫椎癒 締殿、中原昔の~部

20 中居むj、宇斗究 中原、中原土曜・下宿の一部

21 大野ヰ学校 東中原、新町、中原fニ摺の一昔日
22 大野公民貧富 真土仁大野ノ土、付近を除<)

23 八幡公民主宮 部八幡、問之問・中原下宿の

一部

資八柄、八幡、四之宮庄一郎

仰之宮〈上郵・下郷付近除<)

寓オの一部(大野小付近コ

回村(県道藤沢伊勢原融市側3

[v之宮の一部

27 犬神集会怒 った神、吉際

28 棋内円背多f会場横内
29 揖南公Ei'貧富 j万戸島;地民

30 豊田公民館 豊田地民

31 金問公民館 ヂ問地民

32 )且公民館 部豆、開

33 uJ域中学校 [i:下、高根万問

34 勝療ノト苧祝 日i柄、高村
35 間小学校 公所、何内、根坂間

36 吉沢公民館 よ青沢、下吉沢

37 ごfτ毘公民食官 :土問

38 金目出学校 間金目

39 金邑公使館 肖問、広J円、千須包

40 私金目保育関北金回、真由

41 岡崎公民館 官邸降、ふピみ野

42 相模小学校 田村仁県道藤沢伊艶際結jtiP.iD

輩
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史
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仇
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地
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こ
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仁
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と
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い
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史
地
方
自
治
誌
に
封
ず
る
方
と
い
っ
て
、
地
方
の
こ
と
足
り
が

h
E書
課
B
H
}

魚
肉
護
者
れ
て
い
る
こ
と
に
事
要
な
国
白
指
導
や
干
躍
は
鼠
小
康
に
と
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て
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に
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え
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な
お
JMソ
守
サ
護
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か
ら
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時
代
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な
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と

i

d
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ま
す
二
地
方
自
時
代
」
と
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し
、

ζ

れ
を
徹
底
し
す
ぎ
る
と
、
地
い
う
の
金
融
す
ぎ
る
予J
J

秀
と
い

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
は
っ
表
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海
江
し
は
じ
め
会
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景
の
一
方
自
治
体
が
な
か
ば
独
立
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白
ょ
う
え
若
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

き
り
し
た
定
誠
一
づ
け
は
確
立
し
て
い
部
に
は
、

ζ
フ
し
た
同
の
笹
勢
が
か
に
な
夕
、

ζ
ん
ど
ほ
国
援
会
め
も
の
地
方
自
治
に
対
ず
お
制
約
を
で
き

な

い

よ

つ

で
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な

D
強
く
影
塾
し
て
い
る
と
い
う
と
の
対
外
的
な
カ
が
弱
く
な
る
と
い
う
る
だ
け
少
な
〈
し
、
地
方
の
自
主
性

ζ

の
と
ζ

ろ
、
問
主
」
υは
三
告
γ討
と
も
で
き
る
の
で
一
は
な
い
で
レ
ょ
う
新
し
い
問
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が
起
っ
て
雪
ま
す
。
粉
際
立
す
る
ζ
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も
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よ
p
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第
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総
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の
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つ
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徳
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蒋
諦
体
制
白
下
な
こ
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同
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山
ら
に
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唱
え
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か
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、
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地
万
白
時
代
」
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に
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っ
て
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一
ニ
百
諸
説
が
そ
れ
ぞ
れ
に
民
全
悼
の
古
川
実
を
も
あ
わ
せ
考
J

え

い
ま

7
し
、
大
半
首
相
は
「
間
関
都
際
に
は
ど
の
よ
う
な
一
中
日
立
持
つ
も
の
舘
関
で
独
向
の
自
治
制
を
と
め
1

る
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占
U
の
余
裕
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積
野
の
広
古
伝
持

市
山
情
想
」
そ
政
部
と
し
て
大
き
く
打
の
な
の
か
、
慢
は
前
ド
て
は
あ
り
ま
特
告
の
あ
る
気
慣
や
文
化
そ
っ
く
幻
っ
て
い
た
い
も
の
で
す
。

ち
出
し
て
い
ま
す

o
p五
ら
の
構
想
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
と
い
r
え
は
、
ダ
ノ
分
出
し
て
き
ま
し
子
、

L
か
し
、
そ
の

も
、
い
ろ
い
ろ
議
慌
の
重
点
主
に
霊
的
な
、
あ
る
い
は
略
性
的
な
皮
質
落
語
あ
っ
て
国
家
号
、
額
争
議
脅
長

26 神田公民館

Jl8B 日〉

長

日 4月22B( 

(>投票翼草寺濁午前7停から午後8時ま官

。投護所九溺魅惑捧に霊暑いである。

今回il，b変わったととろがある自で、お潜めを。
φλ場主主主霊鐸 Eはがきコは、 3月下旬なるから4刃
にかけて個人あてに郵送する。
φ入場皇室寝静は2窃使う。県祭事・銀議会議員選挙
用と市長。市議会議員選草月。

臼発事告のコツ iまコツコツ2菱重;~守言寄

っい忘れたりして遅れるζ とのないよ

うに、納伊~lf?蓄結合dこ加入しよう。

gE納で総合員{まえぴす霊票
総合には、補助金や報償金が交付され

ます。

現在、平壇市千こはお0の組合があ担、

∞人白方々tJj1J[入されτいる。

e詳しくは、平壇f1ヨ総務部抑制諜牢獄奨

励係へお問い合わせを。

TE 23-1111 内藤281，
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i警ii
j 至理

ifj 
j翠長

品
諮
問
、
殺
街
、
閉
山
時

上惣領、惣領分自信合

大味ーおう自治会

大寺分自治会

よ吉沢自治会

中吉沢、下古沢E幸治金

主土)/モ治区】

u玉〈月〉
38 Cシベく〉
48 Cガて〉
58 仁木〉
仁金コ

東海大奇襲

白仁月コ

B C火〉
11日王水〉

Z在日一C木1
'員住宅待

138 C金〉 太田自治会
14臼く土〉 根下、チ須谷、坪之内自

憶生

17日く火) 18日〈オ() p，"R司自治会
19B仁木〉 広111自治会

);(以下次与でお知らせする。

!IHill!lIIII!lIIIIIIIIIIIIIIIIIII¥1111出席

遺
体
二
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括
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夕
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趨
河
口
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れ
る
一
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口
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移
恒
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間
待
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杏
れ
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こ
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が
あ
品
e

器
一
考
ま
で
に
、
一
週
間
の
一
取
hu
扱
い

状
況
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一
時
間
滋
立
並
仁
レ
で
謁
ぺ

τ

み
る
と
、
月
璃
河
口
は
百
二
十
八
体
、
火

曜
河
口
か
ら
金
曜
河
口
ま
で
は
八
十
七
件
、

土
曜
日
は
吉
七
十
五
件
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圧
倒
的
に
多

い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
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っ
て

混
雑
す
る
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雪
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怠
そ

山
閣
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自
に
喪
庁
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れ
る
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待
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時
間
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少
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む
a

ぜ
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。
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閥均三

や坊主が一人増え

家族全員が愛情をもってf

畜犬登録は年1白、狂犬病予防注射は年

2留、 ζれは犬を飼う最低条件。

。と容器月3認〔翁〉
く〉ところ市渓スポーツ広場

⑫委参加資格市内に在住または事業所で働〈人多

チ}ム踊戒は原則として事業所単位とする。

場参大議出場チームの決定方法 書加チ日ムによる

各ブロ yクなとの予選を行い、 8チーム7戸大会に
出場する。

φ申し込み所定の用紙に記入のうえ、チ」ム自
所属するところへ。

⑫地臣E労〈平語労働組合協議金)31-5249 
φ地臣E馬車豊 ι臼盈車体労掛組合内)21-7140 
φ曹長庁、高連、その抽亡市!tl告課)23-1111 
b締め切哲 3J司318乙土〉
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れ
た
。
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一
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ま
れ
む

和
友
達
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い
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向
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草
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八

w

る
と
、
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兄
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一
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キ
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ベ
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、
ベ
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点
ン
一

可
愛
巴
し
い
室
戸
で
た
ち
主
主
喜
市
耐
え
…

閤
児
た
ち
に
と
っ
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初
日
経
験
と
あ
っ
て
↓
〈
嘗
ぴ
@

つ
主
て
の
お
そ
チ
は
、
さ
っ
そ
く
お
母
さ
ん
た
ち

の
手
で
あ
ん
こ
ろ
や
き
な
こ
そ
チ
壊
が
わ
り
、
熱
い

告
モ
チ
帝
な
お
張
り
な
が
一
日
間
半
い
ひ
な
祭
h
v
y
d
祝
い
暗

合
(
げ
た
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も
う
す
ぐ
新
園
児
も
や
っ
て
く
る
。

@
ミ
ス
七
?
の
一
臼
消
防
長
・
消
防
本
部
は
、
春
め
火

焚
予
節
運
動
の
}
環
と
じ
て
、
一
一
一
刃
包
区
、
ミ
ス
七
夕

4

の
加
藤
翠
売
さ
ん
を
「
一
白
一
書
き
に
語
、
葬
吋

者
支
演
で
防
火
パ
レ
1
w
p宇
一
笑
砲
、
送
付
く
市
民
に
火

の
用
心
宅
咋
ぴ
か
け
た
。

ζ
自
棒
、
駅
ピ
↓
ん
で
ば
し
む

る午潤平塚市新宿93司教背委員会拡育課
@キ2昌平器市東中民主2-6-2C鈴木方平塩
線上競技協会事務扇曙謡31-8520

一一

• 5九の吾E
φ譲歩加料 300円 Cスボ-y障害保険加入相

合む〉

φ申し込み 3月臼〈土〉までに、はがき
氏名、年齢、勤務先

E嘩験管理1①鑓襲警晋潔上の責任は負え
ない自で、書加者は各自由主翼任において

品調をとと白え、中高年者はあら10'じめ
鰻康諮献を受ていただ意たい場

言?でも自由に利用でき苔。重重自はパス

ケット、パy-、パ貯ミジトン、卓F求。

パドミYトジ、卓球の渉ヶ"y1"...主ノマトノい

えそーんは各自持ひする，
ク

03月26a 牛後1時~器時
04月2筏グ
04 Jヲ16摂'"
，，<(4月はっと苫うによD第 Z、第3月曜日で

す。なお、理動ぐって上ばき〉と運動の古

書る服装で夢加するとと。

経営講欝会

oとき 3月26蕊(丹〕午接2時~
ろ横浜銀行3絡会議裳
8C牢代白工業綬告について
組織工学研笑う所主主阜、lil英夫民
約 100大仁入車場無糾〉



講師老支えてアイスカッショジする。

食 3月29司王:;;0午後61時30分~呂時30分
φ 青少年、一般30人在対象9

大桑婁議事刃Jむ者数~
一一柔剣道の基礎から一一

• 4月 7日 E士)~9 月29 f1i!i3直火'京・士
写午捜 4時~5時 ノJ吋P生く3'すさをよ立よ〉と
ヰコ学生40人。
a 守強 5時~7時青壬1"30人

女奨苦言教宣言。デッサン教愛
'Eiこうデッサンの萎Eむから一一一

歩 4 月 10日 ~5月29 臼毎週少調会目、午後 5時
30分~8時30分まで。
毎膏3湾犯人対象。教材関

与生活と街Sろうやさしもi悶本歴史
近代イビが進む~'jft合以降の庶民の歴史を潟状
控訴と結びヨけながら深〈探っていく 。

.4A18日〈才、つ毎月第3;)(曜日午前2官時か
ら工正午まで。

一般30人を対裁

女合唱教重量ーみんなで敬おう
一一合唱のま韮礎から混声合唱まで径一一

• 4月 6日〈金)~4 月27Flt法議金寝臼、午

後 5時3D分から8時30分まで。
@青や印犯人そ対象。

体措慰 安手週月輯白、 3月211:1C水〉
出鑑しものの申し込みは、電話またはお気軽

に来プ館を句青少年会館篭話32-下029'

合こども狭務会

03汚泥沼仁白)10時と14時
「ぼく白変身j カラ~ j，~軍慰:j 30分
「花さかじいさんj アニメーション 10分
04月22臼仁臼) 10時と14時
「白蛇伝Jプニメ』ショ Y 30分
官 ζ どもレコート::-.コシサ』ト

03月23臼 E金) 14時
「主童謡とスライド レコ』ドをきさながら

うJ
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51113日〈臼〉午後1時30分~まとめe

1:rÆ塁を~る会「ニ士裂を見ょう」
e 日時 4 月 18日比後 6 時~8時

し込み 4月 88までに往復はがきで博
物航へ。多数のときは拍せんで30人。
合博物轄干254曳民恨Jl2-41電話33--5111

「膏若手と文化j
人間生活に欠かせないゆとD、心の持ち方
人間と人間とり潤滑油である合対罷のずとし、

方、車しみ方を教えるe

め 3J1228 (/め午後6時処分~呂持50分@
@青盟、一般犯人を対象。

女ボラシティア地域活動懇務会
一一ボランテイア活動告する人のため!こ一一

ボランティアとは、児童福祉とは、障室害児

教育とは ボタYティアをめぐる問題を

合タンポ綴変協ブ]者募集
市内には、もともと生えていた在来輔のカ

シトクタンポボとシロパナタンポボ、外国iJ'

ら入って君主己席イヒ穐のセイヨク虫ジポボ、プ

カミタジポボという4種主費四点ンボボがあ
る。昨年はさ多〈白方自協力をえて、在来種と

帰化種¢分布白ちがいを謂べることができた

が、今年はセイヨロとアカミ十こ電点をおい

て、さらに訴しい調査をしたいと患う。

市内をい〈つかの地域に分け、分担して調

査をする古九予備知識はまったぐ必要はな

いa ノトミ与吋空4年生以下の方は、父兄同博でお
願いしたい.タラプなどの要参加も歓迎する。

ー日程 4月22日 CED午後1時30分~調査
〈アコ説柄。 4 月 29 臼 ~5R6 日、各自っと~?

4つよい羽に 1臼輯王室。

51年度に登録されたガ仁利用券に51、句、
53年度分白部がうたれている〉は、舟月で有
効京五旦/Jf切れるので、 4月以降登録替えをし

てください。

旬、 53年度に笠縛された方には、住所帯金
徳認したうえで54の却をうちます。同じ利用
券で引き続き借りられます。

食休時日徒連月曜臼毎月月末祝日 (3

月日〉市制記念日 (4月 1司〉
なお、 E司欝館の休館百がひとめでわかる
fllll菌室宮カレンダ-Jができましたので、
カDシ占ーでお畏けと白〈ださい

官顕著書輯 午 254 平揖市浅間i!1T12-4!
電話α1)告 4 5 



ペンヲ c1 ，町一~ "~ じ盟関

は の福岡
同 お昼間

ートー---lイシフルヱンザ
日本郎元炎 三科昆合 里習 i

〈ただし、ポリオ÷ーゥポリオは 6週と)

<>予江主接緩iこ必婆なもの 金印公広涜官

[7月1
¢母子健康守司王仁転入した人はi司住
主計で使っていた母子健騎手横〉

禦 ζζの禁は必ず雲震でご記入し

て体γ品出知立してきでください。〉

<>予紡接種を受けられない人

岱予防長種を受けて lo!l:間たってい

ない入門はしか、 BCG、韓段、
'J、児マヒ主主ワク;二士、それぞれ 11;'月
日間限をおかないと受けられません

Eそ疋Y弘有熱患払けいれん性部
費、心機血管系L 腎臓または肝臓に

疾患i;iあD底部にとめられている人

毎月実躍しています。受げやすい

金主患でお受けください。

量覇対畏. [多言]期1~3 巨l受ける。

生律2安iJ、ら4歳までの幼唱。

ζ甚障問荷主2ち3[日とも 3iIN閣
カaら8;担足号〉
主謀2期1…H臼1受けるe
鍔 1取の3間目1)坊さってから1年

11'ら1年半までのJttli罰;こ受ける。
仁生慢4鴇まさに第2期をプず
る己と7うi望ことしい。〉

喜露時間・ 13時30分"'15耳まで。ただ
し印の会均vよ14時

!ll 
24El 善民謡民館
);(中央捜協 l-;_i!-2支

25日 大野火民館構内問地集会場
民謬f::f::jι民館

26日須賀心民館到な路公民館
民会印公民館

[5 J'l] 

君手て醤公民館 公民館

〉夜中央農協二f沢支凶

23日 大野公民館構内団地華々会掲
民豊田公民館

24日 謂費公民3官民松原公立京宮
〉と金百七ミ上ご

[6月1
26日 誇土、見知 九江主ぐ民f抱
F誌Kr件J

茸釘7臼 =大ぺ2野F浮デ土幻とi民〉工:愛鉛官 杭内主t地E築荏会b路号
民塑

28B 須館三三、上込町 民松原;_)JXJ:官

そなえておこうこれだけは

現金、預金通帳、 sn議室、有
価証券など、いつでも持ち

出合るよう白むろから準備

しておこう。

担当道路補生事課

告電話 23~1111内組404

24日 間際公民館金臼公民主宮
持元崎公民館

25日 花水公民館平塚市民伐悦
26日神田公民館八幡公民需
持品鳥公民結

[8丹3
21日 中原公民館全日公民館
》夜間崎心ゴ空母

29臼花京公民館平塚市民府民
30日 神印公上ザ官八時k民宣言
見おげみ::L';}_(館

E号J'lj
日 中際公民館金日公民館

主く庶鱗毛公民館

26日 花水公民館平塚市民病院
日神田公民館八路公民館

提訴島i公民館
同小苧校λ学的 6 ヵ月白ジ:アテ~ア

およぴ符伎は現在中」とされてし、まず

おまちがいのないように。

童書ヌす襲，初回 持fi""Y今日に精3歳を

終よ晶して 6 殻に迭すみまでの幼J，~

(1辺閥の問問 "2[cil奄げる。コ
追加昨今紡接穫を完:了した幼

_!"e， (1 [日〕

豊富時鶴.1311"f30件時ま己。だた
し封印の史民、土14弘子、時
童書巡回白程

[1国自〕

5 1J3011 持公K伶1 向日?で含宮
"N'央際協寸沢支U;行

タ 31日 アJぺ幹二とf己釘1
横内「円と全部

民号事{士己貧

6T11日 究活翌'i'.1ぐ食11
県松原公円

買金旧公

?- 13日中原公民的
念日公民夕立

問問符之、民的

タ 1m 大野仕上主館神間心民館
京歌島住民艶L

タ 13口 -1Cj:fて去でγ貧富
ム0/主従什-)1"モ平J件E

[ 2白 Eヨコ
6 rJ 6口 耳土とi己民主1 ミド:空胃

液中央暁協土 E時点 iri
". 7日八幡時

横内問地多完全所

探ぞ~}Fl公民館
p 8[ヨ 須餌釘民銀

);(松原公

京金f-li公民
.p 20n ri-r阪会¥民館手下、E号館

日開奇公民館

"y 21臼式野館神田公民館
京峨円J公E己館

ク 22臼 才色京公民開
年援市民桁l話

f次回;止来年611の予定ですコ

建きと移礎綴時緩際宇拶<1ia揖輔鉄棒錫穐繍酷

塾、及活指導、体重測定等の宵氾に

関するいろいろな間習をも沼吐きんと

ー諸に考える。時間立 91時30分~1O

時3c分母子鍵壊手慨を持番

3月15司 聾公民明百
ク初日 t-:8' -1 見公r0-'!t~

-7 22日金同公民館

.o-27円柁京公民館
4月 3日 中原'lとlモ日

ρ 58 者支E手'"と工忠実在
夕刊[1 横内加支持主会場

p 12E-1 ア乙既日とD!'ifr-官
p 13日市役所B会議室
p 17E1 神間仕f+~百

車窓ヌす襲 j符3ヵnぞ経過して4識に
速するまでの坑弘l氾古 1[0]も受け

ていないお子さん

重量時間.13ffi'f30分---15時までφ ただ
し);(fl1の会芳賀立14時 ~15時。

覇巡白日程

9月 5臼中原公民館 金自民民館
民寺弘E己貸匂

ク 12臼 八幡公民館神間止と上哲官
知事る公民税

，p 19日 ぎと;ぎて公民館
平塚市民病l日

醸"ぽ士臼 CBCG接撞〉
9 Y:j 7臼中師、民民館合ruぐ民館

政附毛ほとl'0:Ufi
14日 T¥必需土江主f官 余計111土壮三食官
民技場公民館

タ 21日花水公民
るを足「作f元己

※他の地区は、来年3月の予定です

沼海 4月 2目、 9B、16臼、 23臼
場所 市役所耳会議主主

申し込み電話かハガキで

桟間町9~1南部健簡生課

需主務 23-1111内観259・260

女平塚保健所・ f箆数月
日程 4月 4日、 11B、18目、 25日
場所平家院長E所講堂
申し込み第1司自に直接会場へ

一一一保縫話再だよザーん山内

φ平塚保健所仁電話32.--0130コ
母子健康手憶をとお持ちくださいa

4月中山椅1識になるお子さんを
対象に乳幼児約お教室を開きま3九
日時 _，F~13 日 13時30分から
渇所平壕保健所

な台、母子健康手探と鏑記f背呉さ
と持夢ください。

腕車中、心すさと予訴するには、

早期発見が大切です。自主:f!iî~:t売はな

くても定限的に年一出は縫蝶誤断を

設けましょう。瀦在、平塚保健好で

は世人健康弘附〈簡易人間ドックコ

む予約受け付けをしています。

く〉検診内容 l!JJJ王、心議院、底力

メラ、胸部レジドゲン、血液、ぼ

など

o呂時白週水曜日
13守時まで

o摂府 4 0 0 0何時号室
。出し込みプ、 電話またはt的安保
健所 C32--{)130Jへ

お障はできるだけ軽〈、しかも白

熱なJf3で諸に丈夫な子院を生みたい
ということは、すべての妊産婦D

路いだけでなく、む主人やむ家族の

方々の競いさもある。安産をすξ)た

めに必習な知識やすぐに役立つ1$1予
等主主学び心と体¢営備をして、出庄

泊目を待ちましょう。

。対象者立E桜 8か月以上のつヴ
。必要なもの 母子長む1王手とスラ
ックス

。と乙ろ 1千三子休養:官

。とき 3月191=.1
13時305-f"-'16時

。申し込み市保健衛生諌へ

主ズミ講の被害が各地でまんえんし、大

きな社会 1喜怒になっている。

とれ以上の悲劇を防止jるため芳、ズミ

畿は「無磁迷鎖講田防止に欝ずる法揮」

で禁止吉れることになった。 C54年 5月
11B草百行〉 ζ の法樟によ!J、卑ズミ講を
隠〈乙とはもちろん内加入、勧言去入場所

の提供なども禁止古れる。

でも、検断は禁物。点ズミ講を絶滅さ

せるには、なんといってもひと!JひとD

の注意が必要。

もうかあつも討で援をするネズミ議今うEまい姦iこ!ま漆とし穴が一
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韻
行
あ
と
に
移
転
し
?
の
で

お
間
違
い
の
な
い
よ
主
仁
@
電
諮
問
叫

!
二
五
一
。

み
な
さ
ん
に
郭
レ
ま
れ
花
水
台
九

あ
る
花
京
会
峠
ん
は
、
四
月
一
門
口
づ
け

で
「
な
で
し
と
会
飯
」
に
名
称
が
変

わ
る
ζ
と
に
な
っ
た
。
お
間
違
い
の

市
は
混
在
、
真
土
、
れ
等
は
、
責
任
主
わ
っ
て
符
い
、
他
注
高
血
九
ゲ
受
灯
て
か
ら
刈
る
ま
で
政
援

一
之
醤
に
、
合
わ
せ
て
人
仁
迷
惑
を
か
け
な
い
乙
と
、
以
上
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ζ

雷
〈
一
区
画
十
六
平
ん
で
制
用
者
空
決
め
て
い
ま
す
。
で
、
と
の
こ
と
は
制
用
者
に
十
公
説
れ
か
お
仏
早
急
に
刈
る
よ
手
間
前
押
を

方
ど
と
五
十
四
年
度
か
義
務
畠
摘
白
菜
一
審
理
に
ヲ
い
て
院
し
で
あ
台
、
望
書
記
平
均
徹
底
じ
、
そ
れ
で
長
践
し
て
い
る

丘
疋
八
十
区
癌
を
設
澄
し
で
、
全
部
は
、
①
紙
〈
ず
、
安
き
か
ん
、
空
吉
見
回
一
夕
、
特
に
夏
な
F
殺
草
な
戸
老
場
合
は
、
菜
題
生
汲
事
ほ
し
て
も
ら

で
…
一
一
百
一
品
十
五
区
幽
む
レ
ジ
ャ
ー
菜
ピ
ン
療
は
持
ち
帰
る
ζ

と

⑦

殺

は

び
ζ
ら
せ
て
い
る
一
利
盟
諸
に
は
、
ぃ
、
実
の
方
に
耕
作
者
誓
与
し
も

は
精
霊
率
い
た
め
、
筆
警
告
①
雑
草
昔
、
作
物
喜
久
主
じ
、
利
用
禁
法
方
白
場
合

A
事

務

雲

義

章

品

時

V

き 3Jl248 (ニ!:)
守後]時から

3J幸いっぽいT期限が切れ、法た新しも、人たちに ω

zm 

勢
調
思
百
却
を
ゆ

3

便
利
な
儲
棚
田
制
審
rd

開
弓
書
留
は
、
引
吉
受
け
と
挺
返

に
つ
い
て
り
み
記
録
す
る
も
の
で
、

万
一
事
故
が
あ
っ
選
告
の
補
償
額

は
五
千
円
ま
な
た
が
、
制
料
金
が
一
…
百

円
と
割
り
安
ポ
礎
実
。
ぜ
び
、
む
刺

用
を
。た

ru、
涜
金
や
郵
政
+Agの
指

定
す
る
貴
金
属
、
宝
石
、
密
門
賞
品
在

送
る
と
き
に
は
利
用
で
吾
な
い
@

勤
労
者
へ
彩
彩
貯

蓄
の
お
手
伝
い
を

間
信
定
績
貯
金
は
、
毘
が
事
業
主

と
吊
闘
力
し
て
、
君
ブ
D
Iマ
Y
の
尉

産
づ
く
b
や
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
D
を

潔
筋
援
務
レ
ょ
っ
と
い
う
制
度
。
問
問

形
定
額
貯
金
む
特
長
は

①
事
業
主
が
勤
労
者
の
胎
桝
や
ボ
l

ノ
¥
。⑦掛
世
間
七
首
五
十
万
円
ま
で
一
預
け
入

れ
ず
み
ζ

と
が
で
き
る
。
郵
俺
貯
金

の
預
け
入
れ
限
患
簡
(
一
…
一

m
p円
)

の
ほ
か
に
日
加
わ
く
と
し
て
、
最
高
四

百
五
寸
万
立
げ
ま
で
預
け
入
れ
で
き

る。③
ま
た
「
財
形
住
宅
貯
蓄
契
約
」
を

給
ん
で
お
〈
と
、
住
宅
貯
蓄
持
除
が

受
け
る
一
れ
る
e

弁論ニコンクー)~募集

〈φ〉内容 毒夢亨、字腎禿翠
G翼格 「附ザ吋イ和3幻年牛1月 1 司

へ 34年 4月 1臼ま
でに生まれた方。

<)応募方法 3月31[1まで
に、4即字詰原稿丹括経に5枚
以内を青茸会議所の¥。 。ところ 市渓センター会議議

。演題「生活と文.L'にういて」

e講師神奈liJ新聞神話t長問

青木 j止

為

ひな人形(大JE初期、人形の高さ3ucm{立〉

節
目にひなをつぐってひな人7習を

飾白、菱l'i:}f'[ ィ同くまたはち泌〉

75レ忌などを此えました。君主餅
は自前と了声餅〈ヨモギを混ぜた

餅〉の2縄で、 ζ れな雷ねて酷え

ます。との餅は保序しておいても

Zl'(f日仕事に移る削に食べると苦虫

の被害を少なく f るともいいま

す。

市内の三月間供のち切手号を紹介k
てきましたが、 4月にこれを行う

という白は、軒が実際に内わず、

3月では桃や桜か花、いてないとlt'

5の'Ii'一つの理出です。また、草
月 3日に行うというのは巾活から

の重量日え工認の影薮で、今むような

ひな祭担は公家から武家ぞ経ても

江戸寺代から庶民の摺でも行われ

るようになったものです。

ただし、琵琶若や北金尽でしてlt'

プヒ子供たちの花見は三月節供の古

行事といえま

子供だけの行事とは

限ら?、さらに単に花見に行〈の

ではなく、静心農耕得日始に先立っ

て¢神祭白であったと考えられま

す 。ノ

il 

11 

i!…一一20叩一一一
11 私だちの暮らしの中には
!I呂ーから伝bT、続けられて
いる行事やしきた白などil'
たくさんあbます。こうい
" うものにき役向け主凶器の護

" z 史を2考えてみましょう0
τ::' 詩

型 一 日

挑の節供〈ぜっく〉は今でも感

んですが、市内自立月遅れの4月

3日にっているところもあbま

討す。土躍の琵主主モQ)-つで4月

;!にしました。一昔削をl忌むとい

~ lt~" 4月1日以前にひなJ¥TGを飾
T、友y;;.青・自のヨをI!'f(ひしも

討ちコをつき、マメイ2lを作'tます。

ii初節供の均創立嬢句史家や親戚な
とから人形を祝ってぐれ、その3JX

g礼に護側こさな粉."ナアラレを
ji使いました。また、 4月3臼には
純子供たち7がう引f誘いあレ¥弁2当当をf侍予つ

語 てl山幻へ干花(桜〉男

普 ゴ北む金白でも節供は4月 3• 4日
誌で、立の節供ともいいます。 DJ宣告

語供巴時は醸の三宅Zまでひな人形を摺
!!って〈れ、普通よb長く半月くら

騒い飾白ました。奥の潤に段飾Tを

iつ<T、アラレや都側えます@
銅また、子供たちは苦言琶と同じよう

羽に近所の者同志、ゴ?を持ち、井

静当をE霊絡につめて31t<の山へ花見
に行ったといわれてます。
羽

者 3月に節供をしているとζ ろも
11その内容はζ れらとほぼ同じです

替市、 31t<に<11がない地域では子供
たちの花見は行われてないようで

す。市内大野地区では3月3・4

か
に
、
子
供
自
身
に
仲
生
ま
れ
つ
吉

の
鼠
回
以
が
あ
る
場
合
も
あ
る
で
し

ょ
う
e

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に

環
崎
的
な
函
も
穴
吉
〈
影
饗
U

ま

す
。
特
に
乳
幼
児
期
に
お
け
る
家

庭
で
の
親
下
関
偶
、
と
め
わ
け
母

子
関
係
が
子
供
に
と
っ
で
非
常
に

大
切
な
意
味
を
持
ち
、
そ
の
時
期

の
母
子
関
偶
の
良
い
懇
い
が
、
そ

の
子
の
そ
の
拾
の
対
人
一
瞬
間
日
開
や
釘

研
究
所
へ
母
親
詰
往
来
る
入
閣
警
大
き
ぐ
左
右
す
る
と
も

事
訓
に
は
、
蒋
着
き
が
な
い
、
怯
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ζ
れ
ら
の
お

頼
心
が
強
〈
自
主
性
が
な
い
、
引
母
さ
ん
の
中
に
は
、
相
談
が
遜
め

込
ぷ
思
案
で
あ
る
。
}
人
遊
一
む
か
で
い
〈
う
ち
に
「
上
の
千
は
、
母

多
く
衣
告
と
選
べ
な
い
等
い
ろ
い
の
震
椅
を
一
身
に
受
け
て
い
た
時

ろ
な
問
婚
か
あ
り
ま
す
。
と
の
よ
粛
が
あ
る
、
下
の
子
は
上
の
予
の

う
な
お
母
さ
ん
が
、
よ
く
口
に
さ
世
話
な
ど
で
博
一
間
的
精
神
的
な
余

れ
る
一
長
主
上
白
子
と
殉
じ
よ
努
な
〈
、
あ
ま
り
委
主
け
な

う
に
育
て
た
の
に
、
下
匙
v

か
っ
た
」
と
か
、
文
逆

の
子
だ
け
か
:
」
と
い
¥
ゆ
議
絞
に
「
一
人
を
育
て
た
経

う
も
の
が
あ
里
子
。
↑
?
?
績
や
同
信
か
ら
安
易
に

同
じ
寂
に
持
て
ら
れ
た
吋
訊
V
令
A
下
白
子
に
接
し
た
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
色
町
:
同
と
い
っ
た

Eに
気
づ

々
な
長
で
違
っ
て
い
ま
誠
機
綴
喝
か
れ
あ
方
も
い
ま
7
。

7
0
「
一
一
人
に
卦
平
に
鳴
そ
し
て
、
そ
の
反
哲
を

愛
情
を
そ
そ
い
で
き
一
た
し
、
経
も
と
に
揖
力
吉
れ
る
と
、
子
県
も

し
で
き
た
」
の
に
違
う
と
い
5ζ

ど
ん
ど
ん
同
長
し

γい
く
掛
合
が

と
は
「
ζ
m
y
L
J
は
生
ま
れ
つ
き
こ
し
ば
レ
ば
見
ら
れ
ま
す
。
子
供
に

う
い
う
色
穏
だ
が
ら
も
さ
っ
直
ら
な
は
、
無
阪
の
可
能
性
が
秘
め
ち
れ

い
の
で
は
な
い
か
」
と
一
小
宮
に
ほ
て
い
ま
す
。
そ
の
可
鵠
性
の
努
を

つ
て
し
ま
う
ζ

と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
ず
、
最
大
阪
に
伸
ば
し
て
あ

っ
$
宮
、
閣
内
に
は
両
会
問
題
が
な
げ
る
の
が
、
親
の
役
目
だ
ど
思
い

〈
子
供
自
身
に
鼠
因
が
あ
る
と
考
ま
7
.

え
て
量
わ
れ
る
の
で
す
e
た
し

く〉巡回日程 3月18B(臼)1臨時""15i阜横内地

iS白台会〈横内公民館)/3月23日〈金コ 10時~

12時!ìfJ製f戸'ffr ・時~15時モダンプラスティ

yク工業/3月288(泣く) IC 待~15時高砂香斡

工業/4月号尽く月〉 化学同盟パイロット支部

/4月15日 f日〉 企部地民自治会ピ余白公E該自〉
~ハハハご協力晶自がとうございましたー}円《

φ締め切百 5月15日 fクり当日必着のζ と。
φ送む先

⑧身近な平家7)翼〉告を楽しんで…
響~ん桜とハイキング
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